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国
民
背
善
着
制
０
モ
算
に
反
対

議
軍
／
号

、
一
般
会
計
補
正
一も
れ
会
燃
諄

・
濠
番
λ
制
産
に

予
算
Ｑ
つ
ち

ヽ
次
期
構
靭
シ
ス

一
封
応
す
３
も
の
マ
す
が
ヽ
情
報

テ
倉

誓

暑

子

６
ｏ
万
円
、丁

漏
え
路

お
３
プ
・７

ベ
シ

隷
奪
含
シ
ス
テ
ム
改
務
事
業
４

一
―
漫
壺
ｏ撫

で
に
村
ρ
で
き
ち

い

２
５
４
万
０
千
円
は
、
い
ず
水
扁
朴
叉
も
な
り
ｏ
片
で
す
ノ．

ヮ
P:J/―o

議
察
客
巧
‐
缶
亮
ホ
場
特
別

会
計
６
晃
Ψ
予
算
の
蓄
査
番
講

料
ィ
ク
２
４
万
８
千
∩
は
、
ル
一

朽
化
Ｌ
さ
そ
替
え
３
た
め
２
讐

緒
禁
奉
計
□
し
つ
く
３
も
の
で

す
。
妻

又
誓

各^

諧
暮
ゼ

恩

し、
ま
す
が
、
「
道

の
訳
た
６
親

た
護
雛
ｔ
な
し
た
市
場
て
で
き

な

い
か
」
「
通
藤
な
観
緯
は
で

れ
く
ら
い
い
し
た
で
ヽ
本
来
ヽ

市ヽ
悧
‡
終
的
に
乗
（
３
べ
き
考

負
さ
れ
巣
者
に
季
潜
β
磐
言
稚

急
も
い
て
た
っ
て
い
３
た
め
替

泳
で
き
ま
せ
た
。

無
疎
牛
ｏら
、
八黛
磯
株
降
特
別

八貧
計
補
正
予
算
は
、
制
度
改
正

に
伴
う
も
の
で
す
が
、
一
定
前

得

以
上
の
型
里
須
還

筈
２
割

に
す
３
こ
て
に
原
封
で
す
ノ。

議
案
喉
々
蛭
鷲
壁
Λ
に
会
鍵

奪織

'
も最ったう1ら

・
一
．
．

〓
，
．
． ヽ．

●
■
一
一
〓
〓
〓
〓
一
■

「
一
■
■
一
一
一
一
●
■
■
一
■
‘
“
一
〓
」
打
一
一
■
”
一
一一
膚
一‥，‘‐１‘一一
¨
一
■
一
■
｝
一■
一”
”
一
■
一
■
〓
■

一̈
】

¨
鮮

十
令
ｒ

畔
障
害
な
君

宅
　
　
　
　
　
は
い
う
仁

点
　
・肇
イ
ん
ざ
崚
ヴ
十
性
が
「　
マご
軍
が
は

懇

コ
く
男
「‐ス
‘
７
　
　
十
′
／

Ｌ
Ｉ

′　
ｆ

ｒ

古
降
穐
Ｆ
軒
弊

＝
藩
が
整
え
ば
階
警
は
隈
り
た

鸞
ド
ソ
ァ
フ
リ
ト
の
に
宅

に
入

糠
居

し
た

い
の
だ
が
、
↑
か
な

麒
が
で
き
な
い
」
ヒ
韮
飛
さ
４

憮
て
”
た
。
今
は
一
般
農

ま

憮
い
で
不
自
由
ｔ
職
嶋
し
て
い

網
ろ
．
晴
害
は
、
マ
ひ
人
自
身

螂
め
逓
鮮
僣
け
ｔ
指
す
わ
け
で

灘
は
な
い
。
っ
ま
り
こ
の
み
含

職
の
中
に
壁
が
ふ
る
。
〓
じ
べ

憮
１
７
１
，
点
ウ
デ
ロ
）
ク
．

肝
音
響
治
号

‘
デ
イ
ド
ヘ
ル
ぱ
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議

豪

警

義

の
３

つ
Ｑ
蓮
星
事

に

つ
い
て
報
管

し
ま

す
も

桑

ド

全
含
来
で
確
案
し
、
金
辱
靖

構

で
可
決
し
た

「
応
疇
Ｆ
フ
ッ

グ

（
議
勢

ｔ、
―
プ

）
」
の
根
湖

に
向
け
た
熟
合
的
な
対
策

の
強

化
ｔ
ギ
あ
互
魯
拳
言
崎

の

イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ｔ
ｅ
む
国
内
外

の
師
為

・流
ｉ
写
に
関
可
ろ
実

鍵
轟
互
κ
ぴ
護
魚
滋
と
口て
の
困

果
関
係
に
整

崎
３
郵
互
研
究
Ｑ

推
越

、
人
・■
肇
修
こ
ケ
あ
た
寧

締
結
劇
の
た
宅
誓
図
■
一
一ヒ
・

閣
窒

歓

雪

自

の
燿

に
向
け
た
蒲
究
の
推
進
！
措
た

基
ら
の
認
た
争
黙
の
階
希
北
ｔ

図
３
こ
て
。
０
葵
機
乱
印
￥
鼻

雄
仰
甫
止
①
た
め
に
、
「
簿
路

ド
（フ
ッ
グ
」
の
ん
挨
姓
め
囲
知

承
ぴ
学
核
等

で
の
テ
物
啓
育
の

強
北
、
相
談
棒
制

・
増
犠
麻
制

め
慾
磁
き
図
つ２

一と
。
以
上
の

３
点
ぢ
ギ
め
て
い
ま
す

。

２
０
′
４
年
ク
丹
／
日
、
守

繕
内
閣
は
風
Ｒ
％
数
の
優
対
の

十
Ｐ
撻
押
し
切
っ
て
集

団
的
自
衛

権

循

糧

蔀

な
ど
Ω
騒

奮

醸

一

の
閣
議
隻
定
を
発
婦
し
た
′
一
〕

索
ま

で
，
歴
肩
政
府
は
営
導
常

９
朱

の
下
で
な
繁
今
）れ
ろ
白
蘇

権
Ｑ
察
年
は
、
自
臼
ｔ
略
作
す

る
た
め
に
整
黎
一幕
小
限
度
の
序
″

圏
ぼ
ヒ
な
い
３
も
の
と
し
、
鼻象

臼
的
自
各
権

の
好
繰
は
母
不
に

巳
ん

日
本
共
産

ス
ポ
ー
ッ
に
規
し
“
Ｓ
環
境

え
岬
料
営
方
の
「
黙
力
々

ス
ポ
ー
ツ
に
贈
す
３
世
論
調

査
」
（
２
ｏ
ｒ
３
年
度
）
で

「
理
鶴
不
足
ｔ
腎
じ
３
」
ヒ

忠
ぇ
た
人
は
幹
・６
％
で
年

夜
塾
８加
し
て
い
ま
す
。
一方
、

「
こ
の
～
年
間
に
嬌
っ
た
運
動

・
ス
ヤ
ー
ツ
の
日
数

」
は
、
ほ

と
人
で
増
ぇ

て
い
ま
せ
ん
。

ち
，

た
か
埋
動
挙
Ｋ
議
‐
ツ

げ
で
き
毎
い
翠
臼
に
「
仕
事
（

家
テ

音
嘲ル
）
か
に
し
≦
轟

問
ド
棒

い
か
ら
」
が
あ
ず
っ
て

い
ま
す

。
運
動
不
足
ｔ
解
竿
す

ヽ
に
は

、
■
ず
帝
櫛
時
間
の
確

立

ビ
球
詈

、
林
暇
子
冒

導

闇

∩
保
障
ド
群
あ
た
げ
一
ば
な
り

ま
せ

た
ノ
暑
迫
な

ス
ポ

ー
ツ

脇
黛
暉
も
拳
導
者
も
不
十
分

で

す

。
毎

年

に
６

万
５
千

力
所

ム
，
た
で
ア
ス
ル
‐
ｙ
酌
議

は
，
鶴
年
に
は
５
万
３
４
カ

計
と
～
万
２
千
力
前
ｔ
靖
っ

て
い
ま
す
。
地
方
霊
」ハ団
体

の
厳

し
い
弊
碑
ギ
撃
の
影
殺
ｖ

で
す
。
目
角
響
ス
歳
―
ッ
に

初
レ
ひ
ろ
各
豊
権
は
国
の

者
な

で
す
。

巳
承
葉
注
鸞
市
議
６
人
連
盟
で
擬
出
し
た
２
つ
の
意
早
書

鑢
贈
雛
纂
閣
議
衰
定
ａ
撤
画
輔
要

ざ
力
女
撃
Ｊが
な
く
て
宅
外
格
な

閣
孫
回
と
≠
に
ず
力
ｔ
行
繰
す

る
こ
ど
で
あ
り
．
白
（勝
①
ｔ
あ

の
ひ
こτ最
‐―、
限
厳
の
戦
口
を
置

た
５
の
で
中
義
上
許
さ
水
毎
し‐

じ
し
て
き
た
。
こ
の
間
塁
尊攻
に

は
歴
ご
凛
府
の
定
義
解
Ж
ｔ
太

き
ζ卜壼
た
３
与
の
で
あ
り
、
て

の
内
容
は
雫
文
改
露
に
等
し
く

憲
略
雰
‥
ｓｔ
影
骸
化
す
３
ｔ

め
で
ぶ
３
。

６
待
像
は
や
こ
篠
樋
年
ｔ
峰

理
し
た
ず

いヽ
閣
、
や
日
の

人
８
′
人
も
場
っ
け
ず
、
鏃
員

の
中
か
ら
―
人
の
時
牲
鬼
ｔ
出

し
て
い
な
い
。
こ
ス
は
得
堰
第

ｑ
各
い
下
、
海
外
で
ざ
力
行
標

申
結
内
閣
が
２
０
′
５
年
Ю

胃
げ
ら
当
音
親
ｔ
ｌ。
子
‐こ
引
き

上
げ
３
計
Ｑ
に
つ
い
て
、
中
止

ｔ
案
小
３
ｔ
い
で
す
。

こ
の
鳳
見
圭
ｏ案
は
．
ふ
憮
き

ｔ
し
て
は
な
ら
な
い
て
ｔ，、つ
宅

暑
上
の
占
止
あ
か
働
い
た

，
ら

に
ほ
か
な
ら
な
レ、
。
日
本
国
窓

遊
げ

過
去
の
悲
惨
ふ
堅
丁
と

こ
不
ｔ
お
き
婢
を

，
っ
た
改
珀

の
な
り
ん
を
瞑
イ
し
〓
人
々
の

♀
和
と
民
主
主
差
パ
勇
望
の
中

な
ち
生
き
外
ｔ
ｔ
の
憲
一
５
。

戦
争
の
た
い
子
沖
な
ア
フ
ア
ヒ

セ
堺
ｔ
願

，
れ
た
ち
は
願
議
決

定
に
よ
う
竃
琢
鶴
毅
い費
更
に

抗
議
す
３
ビ
‘
ｔ
ｃ
、
政
府
に

む
し
、
閣
揚
妥
壼
一毛
ひ
ｔ
一
め

撤
回
ｔ
束
が
３
も
の
で
あ
３
ο

こ
の
意
白盈
言
案
は
、
森
干
さ

ち
５
市
議
か
提
Ｘ
説
明
）

絆

ヮ
ス
７
い
出
本
忠
相
轟
曇
，
無

所
属
（
民
主
）
の
永
野
裕
久
義

員
ｔ
替
成
し
ま
し
た
が
．
替
畿

少
数
で
否
羨
さ
索
ま
し
た
。

ｔ
鵡
市
議
か
曇
星
説
明
し
、
給

ワ
ス
つ
の
枯
＃

， 障
蕩
員
畠

霊
主
導
貫
、
山
本
慮
相
議
畜
も

賛
成
し
ま
し
た
が

，
ｉ
電
破
ヶ
数

で
否
求
下）水
ま
し
た
。

堵
警
税

ｌｏ
磁
多
轟
務
中
基
鼻
雰


